




週 月日 曜日 時間 研修項目 担当課 場所
AM
PM 来日（研修員11名） JICA九州
AM ブリーフィング KITA JICA九州
PM プログラムオリエンテーション KITA JICA九州

7月9日 水 終日 カントリーレポート、ジョブレポート発
表会 KITA JICA九州

AM 北九州市表敬訪問/下水道河川事業概要 北九州市水環境課

PM 市内視察（紫川、水環境館、環境ミュー
ジアム等）

北九州市水環境課、
KITA

AM 北九州市の下水道計画 北九州市計画課
PM 日明浄化センター、汚泥乾燥施設視察 日明浄化センター 日明浄化センター

7月12日 土
7月13日 日

AM 北九州市の下水道管渠の設計 北九州市計画課 JICA九州
PM 施行管理、下水道管渠工事の視察 北九州市設計課 工事現場
AM 北九州市の下水道管渠の維持管理 北九州市保全課 JICA九州

PM 維持管理現場視察（管渠、マンホール、
ポンプ場等） 北九州市保全課 ポンプ場等

7月16日 水 終日 北九州市の下水道処理施設設計（機械・
電気） 北九州市施設課 JICA九州

AM 高度処理の原理 九州共立大学
森山克美教授 JICA九州

PM 高度処理施設視察 宗像市 宗像終末処理場

AM 高度処理プロセスの機能評価法 九州共立大学
森山克美教授 JICA九州

PM アクションプラン作成準備 KITA JICA九州
7月19日 土
7月20日 日 移動(JICA九州 → 小倉駅→京都駅)

7月21日 月 PM 下水の再利用技術と水環境におけるリス
ク

京都大学
田中宏明教授 エルイン京都

AM 京都市内視察

PM 滋賀県湖南中部浄化センター視察 滋賀県湖南
中部浄化センター

AM 福崎浄化センター視察 福崎浄化センター
PM 移動（姫路駅→東京駅→JICA東京）

表敬訪問 国土交通省
下水道部長 国土交通省

表敬訪問 日本下水道事業団
理事長 日本下水道事業団

PM 下水道展’08横浜視察
（アル=ハルカン氏合流） パシフィコ横浜

AM 日本の下水道概要、我が国の水質汚濁と
水質保全のあゆみ

下水道業務
管理センター JICA東京

14:00 日本の下水道法体系と運営手法 下水道業務
管理センター JICA東京

17:00 アクションプラン作成 JICA東京
7月26日 土

7月23日

金

7月14日 月

7月22日 火

金

水

7月18日

1

2

3

7月25日 金

AM
7月24日 木

JICA九州

7月15日 火

7月17日 木

7月10日 木

7月11日

7月7日 月

7月8日 火



週 月日 曜日 時間 研修項目 担当課 場所
7月27日 日

9:30 高度処理技術と処理水の有効利用 日本下水道事業団 JICA東京

16:45 表敬訪問 サウジアラビア大使 サウジアラビア
大使館

AM 汚泥の有効利用

PM 日本の下水道分野における研修制度（講
義及び施設視察）

AM 再生水施設、スラッジプラント（汚泥炭
化施設）等視察 東京都 有明水再生

センター

PM 移動（羽田空港 → 北九州空港→JICA九
州）

7月31日 木 終日 アクションプラン作成 KITA JICA九州

AM 北九州市の処理場・ポンプ場の運転管
理、維持管理 北九州市施設課 日明浄化センター

PM 北九州市の水質管理 北九州市水質管理課 日明浄化センター
8月2日 土
8月3日 日

AM 北九州市の事業所の排水規制 北九州市水質管理課 JICA九州
除害施設等視察 KITA 九州歯科大学

リーガロイヤルホテル視察 KITA リーガロイヤル
ホテル

AM 北九州市の事業所の下水道経営、広報活
動

北九州市
下水道経営課 JICA九州

PM 北九州市の設計・積算業務の進め方―検
査・監督

北九州市水環境課 JICA九州

AM 北九州市の今後の下水道政策 北九州市水環境課 JICA九州
ディスカッション KITA JICA九州
アクションプラン作成 KITA JICA九州

AM アクションプラン作成 KITA JICA九州
PM アクションプラン発表会リハーサル KITA JICA九州

評価会 KITA JICA九州
アクションプラン発表会準備 KITA JICA九州
アクションプラン発表会 KITA JICA九州
閉講式 KITA JICA九州

8月9日 土
8月10日 日 帰国（アル＝ハルカン氏）
8月11日 月 帰国（研修員11名）

AM

PM
8月8日 金

PM
8月6日 水

4

5

8月5日 火

8月7日 木

PM
8月4日 月

7月28日 月

8月1日 金

日本下水道事業団 日本下水道事業団
技術開発研修本部

7月30日 水

7月29日 火
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研 修 員 番 号： No.1 
研 修 員 氏 名： アルヤミ氏（Mr. ALYAMI Ali Hassan S.） 
所属組織及び現職： 水電力省計画施工部 土木工学監督官 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
サウジアラビア王国地方自治体における水業務に関する一般情報 
１．一般情報 
２．サウジアラビア王国における水資源 
３．サウジアラビア王国内の廃水処理と下水処理水の再利用 
 
■ サウジアラビア王国面積：225万km2、アラビア半島面積の80％に相当 
■ 人口2,267万3,538人（2005年調べ） 
■ 1年を通して存在する河川や、流水域をもたない国としては世界最大で、雨量は乏しく、
また、降雨は非常にまれである。 

 
王国における過去70年間の水資源開発の主要な変化 
■ 最初の深井戸掘削   1932年 
■ 農業･水資源省の創設 1953年 
■ 海水淡水化会社（SWCC）建設 1974年 
■ 水電力省創設        2002年 
 
水電力省の役割 
政府組織のなかでも最も重要な組織のひとつとして、飲料水の製造、サウジアラビア王
国のすべての都市及び農村部の家庭、工場、商業施設、消防用水への水の供給、また、廃
水処理及び下水処理水の再利用を行っている。 
 
現在の水電力省のプロジェクト 
■ 地下水源：6,000本以上の深井戸が掘削済みであり、15以上の主帯水層、及び、2次帯水
層より水が供給され、1日275万m3以上の飲料水を供給する浄水場42ヵ所に接続してい
る。 

■ 海水淡水化会社プロジェクト：国内の東部、及び西部海岸線には30以上の浄水場が、
海水淡水化会社によって建設され、1日325万m3以上の飲料水を生産している。 

■ 上記2つの主要水資源を使っての1日の生産量は600万m3であり、人口2,267万3,538人で、
人口1人当たり1日265リットルの水消費量を賄い、都市、農村部の水消費を十分カバー
していると考えられる。 

 
海水淡水化による1日の水供給量は56.50％で、地下水によるものは43.50％である。浄水

場から、地方行政区境界までの主送水管の総延長は5,533kmである（2005年調査による）。
下水管網総延長は3万3,349kmである（2005年調査による）。下水道管網の延長は9,888kmで
あり、集水した汚水は104ヵ所の下水処理場へ送水される。これら下水処理場のうち、34
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ヵ所が稼働中であり、70ヵ所が建設中である。その他の下水処理場は入札の段階である。 
季節によって水のたまった渓谷となる場所に、コンクリート製ダム、土堰堤（どえんて
い）、ロックフィルダム、地下ダムが建設されており、これらのうちのいくつかは第3の飲
料水源であると考えられている。 
  
 
283のダムのうち、230は1956年から2006年に建設され、53は現在建設中であり、総最大
貯水能力は60億m3以上で、44億サウジアラビア・リヤルの費用がかかっている。これらの
大部分のダムは、表層水の保全及び供給のために建設されている。 

1日当たり600万m3の流量のうち、80％が廃水となって、回収、処理の必要がある。 
 
■ 上記理由により、アラビア暦1421年2月11日発効の国王令第42号により、下水処理場を
王国内の地域において、2次処理から、3次処理に変更することを規定している。本国
王令の目的は、その他多くの目的に加えて、再利用される下水処理水の安全基準を達
成し、国民の一般的健康を守り、下水処理水の最大限の活用を図ることにある。 

 
■ 飲料水の総生産量のうち75％は、下水処理施設が建設されている、もしくは、建設予
定の主要都市に供給（1日当たり447万m3）されている。 

■ このうち70％の量が廃水として排出され（1日当たり312万9,000m3）、回収、及び、処理
場への移送が必要である（処理場34ヵ所が稼働中、70ヵ所が建設中もしくは入札段階）。 

■ 下水処理水の70％（1日当たり250万3,200m3）は送水管を通して主ポンプ場より、受益
者である農場や、渓谷（雨期以外は水のない川、ワジ）に送水される。 

 

■ 下水処理水の用途： 

以前は海またはワジ（雨期以外は水のない川）へ送水していたが、現在及び将来計画
としては、下に示す目的で下水処理水を使用する。 
● 灌漑 
   ◊ 農園の灌漑 

◊ 地方自治体の景観用用水 
● 産業用水（工場における冷房システム、コンクリート、ブロック製造工場など） 
 
■ 水電力省では帯水層涵養のために、下水処理水を地下深層部へ浸透させる可能性を検
討中である。 

 
サウジアラビア政府は国内民間企業に対し、下水処理水の再利用への投資を奨励している。 
リヤド市における下水処理水の再利用施設の最大生産量は、第1段階で日産12万m3（実施

済み）、第2A段階で日産28万m3（建設中）、第2B段階で日産12万m3（入札段階）であり、
Dariya、Muzahmiya農園、及びリヤド市周辺地域のその他の農園に供給されている。 
再利用プロジェクトの民営化は、日産2万5,000m3の能力をもつジェッダ処理場の建設に
始まっており、その下水処理水はジェッダ工業地域の工場冷房用に供給されている。 

イクリマダム 1956 年 キング･ファハドダム 1996 年 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所
属組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1.公害防止、環境対策の
ための下水 

2.下水と河川工事 
3.下水のための法制度 
4.資源としての利用 
5.環境教育 

    

２．下水施設の設
計 

1.下水管設計 
2.下水処理場設計 
3.設計、経理、監督、検
査 

エンジニアの能力開発
が必要 

不十分な教育訓練   

３．下水の保守 1.下水管保守 
2.下水処理場保守 
3.水質管理 
4.下水事業管理と広報 
5.討議 

エンジニアの能力開発
が必要 

不十分な教育訓練   

４．高度処理 1.最新下水処理技術と
将来構想 

2.高度処理施設の設計
方法 

3.先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4.富栄養化（琵琶湖） 
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研 修 員 番 号： No.2 
研 修 員 氏 名： バジャウィ氏（Mr. BAJAWI Hawas Yahya H.） 
所属組織及び現職： 水電力省リヤド州水道局一般計画管理部下水処理場計画課監督官 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
１．組織及びその主要業務 
（１）所属組織の主要業務 

国内に飲料水を供給し、廃水に関連するサービスを行い、水消費の合理化を行う。 
リヤド地区における上水及び下水処理場の事業は20億サウジアラビア・リヤル（5

億3,333万米ドル）以上と、事業部長に報告されており、最近の実施済み最大の事業は
al-Hairにある下水処理場で、日平均処理水量40万m3の能力をもち、また、al-Khajie道
路にある下水処理場は、平均日産処理水30万立方メートルの能力がある。最近終了し
た最大の事業は、MAFOHAにある東下水処理場事業で、日平均処理水量20万m3である。
所属組織における職員数は500人以上である。 

 
（２）組織図 

添付の組織図参照 
 
（３）自分の業務の概要 
１）リヤド地区における総額3億サウジアラビア・リヤル（8,000万米ドル）以上の下

水処理事業を監督し、事業部長に報告をする 
２）いくつかの事業委員会及びチームに参加しリーダーを務める 
３）リヤド下水処理技術チームの一員として業務を行う 
４）MAJMAA、SHAQRAA、GHAT、及びAFIF下水処理場事業において、顧客代理人と

して、次の内容を含む業務を行う。すなわち、週ごとの会議に出席、プロジェク
トチーム技術情報の提出、調査、請負業者への月々の支払いを調査、承認し、請
負業者の申し立てに助言をし、調査をする 

５）プロジェクトチームの構成員と契約文書を作成する 
６）いくつかの委員会に出席する（入札時に請負業者のプロポーザルを調査し書類を

引き渡す） 
 
２．所属組織における問題点 
  添付書類参照 
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総 局 長 

財務･人事部長 事業本部長 技術部長 

飲料水･下水処理
場事業部 

（所属部署） 

リヤド市 
下水道網事業 

リヤド市 
飲料水道網事業 水質管理部 

飲料浄水場事業 

下水処理場 
事業 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属組織

における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 
１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対
策のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

1.地下水汚染/下水処理場再利
用/環境対策： 
－糞便性大腸菌 
－生物化学的酸素要求量 
－硫化物 

2.サウジアラビア王国には河
川が存在しない 

3.下水処理水を灌漑用水とし
て再利用（灌漑規制区域と、
灌漑非規制区域が存在する） 

4.水資源が限られている。主要
な水源は海水と地下水であ
り、全蒸発残留物の含有率が
高いため、脱塩施設が必要で
ある 

5.サウジアラビア王国におい
ては、環境問題に対する種々
の分野において立ち遅れて
いる。特に、水の再利用に関
する法律を施行する灌漑省
においてはそうである 

 

1.未処理の下水がくぼ地に
捨てられている。サウジア
ラビア王国における関係
省庁は下水処理場の建設
を開始しているが、いまだ
に、多くのセプティックタ
ンクが使用されている 

2.サウジアラビア王国にお
ける主要水源は地下水と
海水である 

3.下水処理水の水質は再使
用に求められる水質に達
していない 

4.降雨量が少なく、雨水をた
めるためのダムの建設が
なされていない。そのた
め、降った雨は深井戸に流
れ込むか、むだに流れ去っ
てしまう 

5.環境科学は新しい分野で
あり、我が王国では新しい
環境技術に対応するべく
努力をしている 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

1.我が国は下水道網の水流設
計、構造設計の能力をもって
いる 

2.下水処理場設計のための新
技術である、膜分離式活性汚
泥法などの新技術に対応す
る努力をしている 

3.請負業者、コンサルタント、
技官は、特に、事業設計、会
計、監督、検査のための新管
理システムに従っている。こ
れらの事業の多くはPMPや
MBA取得技術者によって実
施されている 
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３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

1.水質管理に関して更に学ぶ
必要がある 

2.下水に関しての広報システ
ムを構築中であるが、まだ終
了していない 

3.長年にわたり、古い方法を使
用して、サービスが行われて
いない地域の登録を続けて
いるが、現在は、適切な登録
システムの導入を検討して
いる 

   

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水
リサイクル、汚泥
炭化、オゾン化：
東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

1.最終流出廃水中に高い割合
で含まれる全懸濁個体含有
物を膜式活性汚泥法を使用
して解決することを開始し
た。発生する問題の解決のた
めには、すべての新しい技術
を使用している。 

2.これは与えられた予算及び
再利用のための要求水質次
第である 

3.ジェッダ工業都市下水処理
場 
生物化学的酸素要求量＝
1,500ppm 
化 学 的 酸 素 要 求 量 ＝
3,000ppm 
全懸濁個体＝2,500ppm 
膜分離式活性汚泥法によっ
て、1日当たり2,500m3の排水
を処理し、8,000m3の水が脱
塩され、工場でのリサイク
ルに使用されている。 

4.富栄養化した川は存在しな
いが、下水処理場を渓谷に処
分しており、藻類の発生が観
測されている。 
 

主な問題は、新システムを適
切に運用し、保守していくか
ということである 
1日当たり2,500m3の原廃水
が適切な処理をされないま
ま、直接、海に投棄されてお
り、これは、環境法令に違反
している 
部分的に処理された廃水は
渓谷に投棄されている 
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研 修 員 番 号： No.3 
研 修 員 氏 名： マジュラシ氏（MAJRASHI Hani Abdullah A.） 
所属組織及び現職： 水電力省タイフ水道支局設計計画課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
１．所属組織及びその主要業務 
タイフ水支局はタイフ市民への飲料水供給、家庭汚水を回収処理し、安全な灌漑用水
として配水システムにより供給する（非規制灌漑地）。 
支局では消費された上水道水量を計算し、消費者より上下水道料金を回収する。上下
水道システムの運用、保守、改善及び雨水排水路（市外部を洪水から守るため、雨水を
渓谷へ排出するため）の運用も支局の業務である。 
加えて、本組織では上水道網、下水道網、雨水排水路網構築のための新たな方法を研
究中である。 
タイフ水支局は1日当たり13万m3の飲料水を供給し、1日当たり4万8,000m3の下水道シ
ステムにより集水した汚水を処理し、非飲料水供給系を使って1日当たり4万6,000m3の下
水処理水を供給している。 
政府職員は717人、請負業者の職員は848人である。自分はタイフ水支局設計･事業部長
の職責にある。自分の職責における主要業務はタイフ市のすべての家庭へ衛生的な水を
供給することである。業務の内容は以下のとおり。 
＊小規模事業の調査 
＊新規ポンプ場、浄水場の調査･設計を行うコンサルタント事務所を監督 
＊すべての稼働中の事業、水道網、新規水設備の監督 
＊他の部署のために、技術的な解決策をみつける 
 

２．現在の問題点 
－処理を必要とする下水の比率が高い 
－下水処理場には将来増加すると見込まれる処理を必要とする水量を処理する能力が
ない 
－水処理工程に入ってくる、流入水の生物学的酸素要求量の増加 
 
これら問題点に対する対策 
（１）人口増加と都市化 
（２）水施設の増加 
（３）タイフの特徴：観光（地理的にメッカに近いこと、地理的な位置） 
 
問題解決の妨げとなるもの 
（１）既存の水施設の拡張 
（２）増加する下水処理量に対応できる施設を新規に建設 
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３．本研修コースに期待するもの 
－特定産業からのものを含む、最良の下水処理方法に関する知識を得ること 
－現在の水処理施設の問題の最良の解決法 
－設備建設に関する質とコストのバランス 
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土地･不動産管理部：タイフ水支局の不動産の管理を行う。 
広 報 部：公式会議の調整及び会議で行われた決定、提案の実施後の追跡調査を行う。 
統 計 部：タイフ水支局のすべての活動を記録し、定期報告書を発行する。 
情報技術部：コンピューター網、機器設備の保守、タイフ水支局の他部署で使用するコン

ピューターアプリケーションの開発を行う。 
 
技術管理：当該部門の業務を次に示す。 
（１）農村･遠隔地担当部： 

上水道網より外れている農村部、遠隔地に水を供給する責を負う。これら地域には、
給水車により水を供給する。また、これら地域においては新規水源発掘調査が常に行
われている。加えて、請負業者の所有する井戸、ダムの運転、保守を監督する。 

（２）運転･保守管理部： 
上下水道網、下水ポンプ場、漏水、下水処理場の運転、保守を監督し、顧客に供給
される上水道網内の水質を監視する。 

（３）事業部： 
タイフ市の上下水管の必要性を調査し、新しい場所への水供給サービスを行う。 
 

総務：当該部門の業務を次に示す。 
（１）支援サービス部： 

断水、上水/下水の漏水による顧客からの苦情を受け付ける。上水道網の範囲外の遠
隔地に給水車により水を供給する。加えて、タイフ水支局所有の建物の安全、保守、
及び車両の保守を行う。 

（２）財務部： 
タイフ水支局の予算の財務管理を行う 

（３）顧客サービス部： 
顧客より、各家庭への上下水道管の接続要請を受け付ける。水道使用料、下水道使
用料を計算し、料金を回収する。 

（４）人事部： 
職員の給与、昇進、休暇に関する業務を行う。 

（５）通信部： 
タイフ水支局と、王国内の他支局間のメモ、文書、記録の受領、配信を行う。 

（６）倉庫： 
タイフ水支局へ供給された、輸入資材を保管し、必要な部署へその資材を供給する。 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

工場及び病院から産業廃
水、医療廃水が直接下水
道網に廃棄されている。 

これらの廃水中に含まれ
る物質が、環境や処理場
へ与える危険性に関する
知識の不足 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

いくつかの下水処理場で
は、処理できない種類の
廃水、量に対応できない。 

市街地、下水道網の急激
な拡張 

  

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

    

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭化、
オゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 
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研 修 員 番 号： No.4 
研 修 員 氏 名： アルギファリ氏（Mr. ALGHIFARY Mohammed Ahmed M.） 
所属組織及び現職： 水電力省マーディーナ・アル＝ムナッワラ州水道局ヤンバ水局水

道計画課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
１．所属組織及びその主要業務 
（１）マーディーナ地区のすべての市民に対し、上下水道サービスを提供する。 
（２）上下水道事業に関する業務指示、監督、固形廃棄物管理事業を行う（下水道部には、

400人の職員が所属し、他のすべての部門をカバーしている）。 
（３）マーディーナ下水処理場では日量30万m3の処理能力があり、日量150tの乾燥汚泥が
生成される。 
今日の実際の受入負荷によれば、生物化学的酸素要求量400mg/l以上、懸濁物500mg/l

以下、化学的酸素要求量800mg/l以上であり、汚染を克服する試みが周囲の環境に打撃
を与えることになり得る。したがって、私の論点は、一連の処理工程のなかで、異な
る流入量、有機負荷、その他の予想外の流入変動を避けるために、どのように安全率
を見込めばよいかということである。 

 
２．Al-Madinah下水処理場における現在の問題点 
（１）汚泥は、埋立て処分、加圧ろ過など、すべて適切かつ標準的に取り扱われ、処分さ
れている。また、完全乾燥用（乾燥度95％）の2ラインを増設中だが、まだ環境汚染に
苦しんでいる。したがって、環境汚染を最低でも95％削減する最新技術を知る必要が
ある。 

（２）われわれの努力にもかかわらず、環境汚染の問題でクレームを受けている。 
 
３．問題解決の妨げとなるもの 

 マーディーナ地域には、全世界から巡礼者が訪れており、メッカ巡礼の時期には
毎年300万人の巡礼者が訪れる。また1年を通しても多くの巡礼者が訪れ、下水流
入量に対する有機負荷は時々刻々と変化する。 

 マーディーナの既存の下水処理場は既に稼働20年に達し、毎年の下水流入量の増
加により、埋立て最終処分場はほぼ限界にきている。 

 今日使用されている乾燥用機材の処理能力は十分でなくなっている（ベルトプレ
ス脱水、火力乾燥、自然乾燥）。加えて、非常にコストがかかるため、出口行程で
の改善のためには新たな設備を建設する必要がある。 

 
４．本研修コースに期待するもの 
（１）最も興味のある科目 

● 下水処理場設計、建設のための新応用技術 
● 工程設計、応用運転 
● 汚泥管理及び環境破壊を避ける方法 
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● 新汚泥処理法 
● 再利用の際の危険を抑えるための適切な下水処理水の消毒法 
● 再利用水、安全な汚泥を生産する理想的な下水処理場への見学 

（２）自分の得た知識をいかに応用できるかは、クラス内外での研修のタイプ及び内容に
よる。 

（３）突然の負荷上昇、衝撃負荷が起きた場合のトラブルシューティングなどの非常事態
への対応に焦点をあてた実地研修 
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マーディーナ・アル＝ムナッワラ州水総局長 

支局担当副総局長 

Yanbu水支局長 

広報 事 務

コンピューター部

顧客サービス 財務・総務部 運転･保守 事業部 
アルギファリ氏職場 

計画・ 
ソ リ ュ
ー シ ョ
ン 

受付 住宅 研究 官庁 技術
部門

財務 総務 

保守 下水 上水
水道網
管理

上水道
事業 

下水道
事業 

＊実施中の事業の管理監督（下水及び飲料水） 
＊Yanbu下水処理場事業の直接管理監督 
＊Yanbu支局事業の技術業務･総務業務の管理 
＊すべての事業開始時の業務管理 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

公害防止対策のための下
水 

（ア）多くの場合、工場か
らの汚染による公
害 

（イ）環境測定値は信頼性
が低い 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 経理、監督、検査 

1. 排水管の相違、及び長
距離に及ぶ排水管路 

 

  

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報
5. 討議 

2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 

2. 定期保守、予防保全、
スペアパーツの問題 

3. 信頼性のある計測手段
の欠如 

4. 事業管理、広報は現在は
ないので、必要である 

  

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭
化、オゾン化：東京
都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖）

1. 最新技術 
2. 高度処理施設の設計方
法 

3. 汚泥の炭化 

1. 現在は通常の技術であ
る 

2. 不適切な廃棄 
3. この技術をもっていな
い 

  

 



 －181－ 

研 修 員 番 号： No.5 
研 修 員 氏 名： アルハドラウィ氏（Mr. ALKHADHRAWI Mahfood Hussain M.） 
所属組織及び現職： 水電力省東部州水道局運転維持管理部環境工学課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
１．所属組織とその主要業務 
（１）衛生的な飲料水の供給 
- 新しい上水道網の建設 
- 井戸の掘削 
- 浄水場の運転及び保守 
- 上水道網の運用及び保守 
- 水質管理のための試験場運用 
- 塩素による水の消毒 
 

（２）環境を汚染しない方法での廃水の回収 
- 新規下水道網の建設 
- 下水道網の運用及び保守 
- 下水ポンプ場の運転及び保守 
- 下水処理場の運転及び保守 
- 処理場管理のための試験場運用 
 

（３）自身の業務 
- 環境エンジニアリング課の管理監督 
- 水処理、下水処理場の設計見直し及び承認 
- 水処理、下水処理場の運転及び保守の管理監督 
- 塩素工程の運転及び保守の管理監督 
- 悪臭防止システムの運転及び保守の管理監督 
- 試験場の運用及び保守の管理監督 

 
２．所属組織における問題点 
（１）所属課が直面する問題点 
１）処理工程の妨げとなる突然の水圧過負荷。原因は以下のとおり。 

A. 定期的な土木工事 
B. 曝気槽内の1つか2つのエアレーターなどの緊急機器故障が起こり、その曝
気槽を処理工程からはずさなければならない 

C. 調整槽の欠如 
２）乾燥床の汚泥の問題（特に、冬期には汚泥の乾燥に長時間かかる） 
３）工場内の悪臭及び害虫の発生 
４）グリース及び油 
５）曝気槽内の泡 
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６）沈殿槽内での汚泥の膨化 
 
（２）これら問題に対する対策 
１）拡張計画のスピードアップ、及び事前計画の作成 
２）汚泥管理のための新技術導入（ベルトプレス及び遠心分離） 
３）悪臭防止システムに最良のシステムを求める 
４）SKADAシステムによる流入水、流出水の水質管理パラメーターのオンライン測定
値表示 

５）SKADAシステムによる工程パラメーター、及び機械機器のオンライン測定値表示
及び自動制御 

 
（３）これら問題の解決を妨げるもの 
１）解決策を適用するための手続きには長い時間を要する 
２）海外からオリジナルのスペアパーツを輸入するためには更に長時間が必要 

 
３．本研修コースに期待するもの 
（１）最も興味のある課目あるいはトピック 
１）汚泥管理、環境に対して負荷の大きいものであるため 
２）下水処理水の再利用、我が国における水資源は非常に限られているため 
３）上水及び下水処理場の設計能力の向上 
４）上水及び下水処理場の運転、保全に係る技能の向上 

 
（２）帰国後の技能、知識の応用 
- 本研修コースで学んだ技能、知識に関するセミナーや、協議会を開催する 

 
（３）その他期待する事柄 
- いろいろな異なるタイプの廃水処理システム 
- 下水処理水の再利用 
- 汚泥処理システム 
- 脱水建屋、注水口室、下水ポンプ場における悪臭防止システム 
- 消毒システム 
- 水質管理システム 
- SKADAシステム 
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運転･保全部 

水道網課 環境エンジニ
アリング課 

井戸課 ポンプ場課 

－上下水道網運用、保守 －上下水道処理場の運
転、保守 
－上下水試験場運用、保
守 

－消毒装置運転、保守 
－悪臭防止装置運転、保
守 

－上水取水井戸の運転、
保守 

－下水ポンプ場の運転、
保守 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所
属組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

1.下水処理場内の悪臭の
問題 

A.適切な悪臭管理シス
テムの欠如 

B.曝気槽内の溶解酸素
量の濃度が低い 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

2.水処理工程の妨げとな
る突然の水圧過負荷 

A.定期的な土木工事 
B.曝気槽内の1つか2つ
のエアレーターなど
の緊急機器故障によ
りその曝気槽を処理
工程からはずさなけ
ればならない 

C.調整槽の欠如 

  

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

D.乾燥床の汚泥の問題、
特に、冬期には汚泥の
乾燥に長時間かかる 

A.好気性、嫌気性消化装
置の未設置 

B.汚泥が安定化してい
ない 

  

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

C.グリース及びオイル 
D.曝気槽内の泡 
E.沈殿槽内での汚泥の膨
化 

A.下水処理場の取水室、
及び浄化槽に入る前
の油分、グリースの除
去システムの未設置 

B.工業都市からの下水
道網と、下水処理場と
の接続 

 
A.糸状性細菌の増殖 
B.調整槽の未設置 
 
A.消毒薬混入 
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研 修 員 番 号： No.6 
研 修 員 氏 名： アルオサイリ氏（Mr. ALOSAILY Khaled Mohammad I.） 
所属組織及び現職： 水電力省ガッシム州水道局総合計画管理課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織とその主要業務 
（１）所属組織の主要業務 
水電力省は政府組織であり、国民へ上水、廃水のサービスを提供する。 
本省は飲料水を供給し、汚水を集水し、それを下水処理場で処理する。 

 
A - 飲料水用設備 

浄水場：1ヵ所 
水生産量：日量14万4,000m3  

 
B - 下水処理 

下水処理場：1ヵ所 
下水処理量：日量7万2,000m3  
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（２）組織図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）自身の業務概要 
浄水場設計の審査 
浄水場建設・施行の管理監督 

 

局 長 

事 業 部 長 

建設管理 

浄水場建設 

下水処理場建設 

上水道管網建設 

下水道管網建設 

調査･設計管理 

処理施設･水道網設計 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

    

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

技術者には送水管、下水
処理場の設計に関しての
情報と経験が更に必要 

事業開始に際し送水管及
び浄水場の仕様が不適切 

  

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

技術者は、送水管及び下
水処理場保守、水質管理
に関する問題に直面して
いる 

浄水場の運転、保守の問
題及び保守にかかるコス
トの高さ 

  

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 
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研 修 員 番 号： No.7 
研 修 員 氏 名： アルアサド氏（Mr. ALASAD Abdullah Saeed I.） 
所属組織及び現職： 水電力省下水処理場 所長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
● 所属組織の主要業務 
所属組織はアシール地区水総局であり、水道を家庭へ接続し、水道網の運用維持管理、
及び下水ポンプ場、下水道網の運用維持管理、地方の井戸、ダムの運用である 
 

● 組織図 
 

● 自身の業務：下水道運用･保全部長 
 
● 所属部署で現在直面している問題点 
泡の発生。下水処理場への流入水中の高い生物化学的酸素要求量及びベルトプレス処
理後の汚泥が十分に固形化しない問題（汚泥管理の必要性） 
 

● これらの問題の対策 
経験豊富な人物の助言を求めて解決策を探る、また、同様の問題を既に解決済みの処
理場を訪問して解決策を探る 
 

● これらの問題解決の妨げとなるもの 
ⅰ この分野で業務を行っている職員の経験不足 
ⅱ 下水処理場に流入する原水のタイプを管理できない 
ⅲ 同様の問題を解決済みの処理場への訪問が少ない 

 
● 本研修コースに期待するもの 
ⅰ 本研修コースで一番興味ある科目は、下水処理場の運転・保守及び汚泥管理。 
ⅱ 本研修のカリキュラムであげられている項目で得た技能と知識を我が国で適用する
ことを期待している、また、応用可能であると思われる類似の工程を自身の所属す
る処理場に応用してみようと思う。 

ⅲ 所属する下水処理場で抱える問題解決に本コースは有益であると思われ、また、解
決策の鍵となるものであると思う、さらに、研修員と日本の関係者間での経験の交
換を期待している。 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

泡の発生 酸素の不足、あるいは、
増加 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

汚泥管理 不十分である   

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

-下水処理場保守 
-流入水中の高濃度生物
学的酸素要求量 

酸素不足のため   

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

下水処理工程への流入廃
水中の高濃度の全懸汚泥 

降雨によるマンホール内
への砂の流入 
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研 修 員 番 号： No.8 
研 修 員 氏 名： アルアナジ氏（Mr. ALANAZI Fahad Abdullah G.） 
所属組織及び現職： 水電力省タブーク州水道局運転維持管理部 部長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
（１）所属組織の主要業務 
-顧客へ上水道網を通して水を供給し、下水道網によって、廃水をポンプ場から下水処
理場へ送る 
-下水処理場で処理される廃水量：年間3,258万m3  
-生産物：砂ろ過処理（第3段階）後の下水処理水 
-職員数：下水処理場及びポンプ場で60名 

 
（２）組織図（添付の組織図を参照） 
-担当下水処理場には4部門がある 
① 運転部門（職員数37人） 
-すべての処理槽内の廃水管理 
-処理場への廃水の流入量、処理場からの下水処理水の排出量の日量を記録 
-報告書を作成し、所長へ報告 

② 機械及び電気設備部門（職員数20名） 
-日常点検、毎月、4半期ごと、半年ごと、毎年の予防保全計画に従い、すべての
機材の保守を行う 
-電気機械技師が事後保全（トラブルシューティング）を行う 
-機械及び電気設備部門に報告書を提出 

③ 試験場（職員数3名） 
-試験場では処理場への流入廃水の分析を行い、汚染の程度を確認し、運転部門が
適切な処理工程の設定をできるようにする 
-試験場では処理場の下水処理水を分析し、処理水の水質を決定し、ISOの水準に
達しているか比較する 
-試験場では工程ごとにサンプリング分析を行い、それぞれの工程の効率を評価す
る 

 
（３）自身の担当業務 
-下水処理場及び主要ポンプ場における職員の業務管理 
-試験場からの報告に基づく水質管理 
-緊急故障の際の保全チーム業務の進捗管理 
-上司への下水処理場及び主要ポンプ場に関する毎月の業務報告 
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２．現存する問題点 
（１）所属部署で直面する問題 
-砂ろ過装置が、ろ過槽及びポンプの羽根車の破損により、常に故障している。理由は
請負業者の質の低さである。 
-汚泥処理が効率的でない。 
-よくオーバーフローする。 

 
（２）これらの問題に対する対策 
-当該の請負業者、コンサルタントに対し書面で注意をしており、現在、コンサルタン
トを通じて請負業者から回答待ちである 
-汚泥処理設備をもっていない 
-（廃水流入量が日量7万5,000～8万8,000m3であるのに対し、処理能力は日量6万m3で
ある）したがって、下水処理場の拡張を計画する予定である 

 
（３）問題解決の妨げとなる事項 
-コンサルタントより提出された解決策を請負業者が開始するのが遅れている 
-自分に決定権がなく、上司に報告をしている 
-事業部からの作業の遅れ 
 

３．本研修により期待するもの 
（１）本研修コースで最も興味のある科目あるいはトピック及びその理由 
-下水管保守、理由は本件に関する経験が少ない 
-水質管理、理由は本件に関する経験が少ない 
-汚泥を使用したセメント製造工場見学、理由は我が国には汚泥を使用したセメント工
場が存在しない 
-高度処理技術をもった処理場見学、理由は本件に関しての経験が必要（窒素除去） 

 
（２）本研修コースで得た技能及び知識を帰国後応用する方法 
-上司へ本研修コースで得たすべての技能、及び日本での知識を報告する 
-上司からはこれらの技能及び知識を業務に生かすことを期待されている 

 
（３）その他本コースで期待する事柄 
-なし 
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タブーク地方水総局 
組織図 

総局長 

総局長代理 
運転･保全部 
技師 

F.A.ALANAZI

事務局長 
総局長、秘書室 

井戸・作業工場部
技師 

A.A.Albedaiwi

上水道網・ 
緊急時対応部 

試験場 

下水道網・ 
緊急時対応部 

ポンプ場･下水処理場 

運転部門 機械設備部門 試験場 電気設備部

顧客サービス部 

事業部 

広報部 

倉庫・購買部 

日常管理部 

経理･財務部 

安全危機管理部 

人事部 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

1.日常的に下水流入量が
多い 

2.下水及び河川工事 

1.年々、河川への流入量
が増えている 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

1.左側管路の空気バルブ 
2.下水処理場設計 

1.空気バルブのねじ破損   

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

1.電力供給設備の保守 
2.下水処理水への投資 

1.電力供給設備の定期予
防保全 

2.投資に対する監視 

  

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

1.家庭排水の汚染度を測
る計測手段 

1.計測技術が不十分   
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研 修 員 番 号： No.9 
研 修 員 氏 名： アルムジニー氏（Mr. ALMOZINEE Abdulah Saleh A.） 
所属組織及び現職： 水電力省ハイル州水道局技術部下水部 部長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
ハイル地方水総局はハイル市民への飲料水の供給、家庭汚水の回収に責任をもってい
る。上下水道システムの運用、保守、改善がハイル地方で行われている。 
ハイル地方の水供給量は、日量2万m3であるが、ハイル市の大部分には下水道網でカバ
ーされていないため、日量4,000m3の廃水が処理されているだけである。 

政府職員は114人、自分はハイル地方水総局において廃水部長の職責にある。 
 

２．現存する問題点 
当地の下水処理場での主要な問題は、汚泥を除去、廃棄する方法である。第一に、現
在、4ヵ月ごとに130tの汚泥を除去しているが、下水処理場がフル操業になった場合には
162tにまで増加する予定である。 
他の問題は、下水道網、下水処理場へ流入する廃水中の、料理店、洗車場より下水に
流入するグリース、油分である。 
 

３．本研修により期待するもの 
● アカデミックな側面のみに焦点があたることのないように 
● 廃水分野における新技術に関する知識を得る（下水道網及び廃水処理） 
● 主要科目（本分野における、設計手法、新技術） 
● 運用、保守の問題を解決する技術 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

(ア)ワジへの排出 
(イ)問題なし 
(ウ)部分的 
(エ)非常に不十分 

2 リサイクルしていない 
 
 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

すべて必要 当該分野における専門家
の不在 

  

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

1.2.3: 請負業者による 
請負業者の仕事を監
督するようにしてい
る 

4: 非常に不十分 

当該分野における最新技
術及び最良の監視法 

  

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

1: 問題なし 
2: 必要 
3: リヤド 

最新技術を得るようにす
る 
 
日量20万m3の水リサイク
ル 
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研 修 員 番 号： No.10 
研 修 員 氏 名： ジャブル氏（Mr. JABR Bandar Nasser A.） 
所属組織及び現職： 水電力省ジャザーン州水道局建設技術部計画課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
（１）所属組織の主要業務 

－水電力省：当地方における上下水処理場の建設 
 

（２）組織図：添付の組織図参照 
 
（３）自身の職務 

事業部の長として、浄水場、下水処理場の建屋、その建設に全責任を負う 
 

２．現存する問題点 
（１）下水処理場設計に関する最新かつ最良の技術 
（２）該当なし 
（３）該当なし 

 
３．本研修により期待するもの 
（１）高度下水処理：上述のとおり、廃水処理システムに関する最新技術を習得したい 
（２）研修をよく理解し、知識を向上させる 
（３）特にその他の事項はなし 
 
問題分析シート： 
－この項目に関するアイデアをすべて収集し、自国の担当地域へ応用する 
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組 織 図 

所 長 

＊事業部長 調査研究部長 運転･保全部長 

飲料水部 廃水部 

設計技師 建設技師 運転技術者 

＊印：自身の職責、事業部長 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

該当なし   

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

該当なし   

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

該当なし   

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭
化、オゾン化：東京
都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

すべての項目に関する知
識を吸収し、我が国、担当
地域へ応用する 

該当なし   
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研 修 員 番 号： No.11 
研 修 員 氏 名： アルハシェル氏（Mr. AL HASHEL Yousef Saleh H.） 
所属組織及び現職： 水電力省ナジュラーン州水道局 機械技師 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
サウジアラビア王国全土において、水電力省は水及び衛生関連事業の開始、運用、維
持、及び地下水の保全を行っている。また、取水井戸、浄水場、海水淡水化プラントか
ら飲料水を供給する上水道網の建設を行っている。 
また、下水道網、下水処理場の建設も行っている。農業の町ナジュラーンでは、住民
は地下水に頼っており、都市の排水網及び下水処理場を建設する必要がある。下水道網
の40％、日量平均8,000m3の能力をもつ、下水ポンプ場建設事業の98％が完成している。 
下水処理場は完成しておらず、また、ナジュラーンは大都市であるため、下水処理場
の能力は十分ではないと思われる。また、下水処理水は、処理場から放出されてはいな
い。よって、増加する下水の量に対応するため、下水処理場の拡張、開発を必要として
いる。さらに、下水処理水を灌漑に使用するために、排水管路の建設が必要である。 
ナジュラーンでの最も重要な課題は、下水道設計である。なぜなら、現在下水道シス
テムの建設中であり、本研修コースで得た技能を活用することが可能であると考えるか
らである。 
 
● 水電力省の主要業務 
○ 下記事業の構築： 

■ 衛生事業 
• 汚物処理網 
• 下水処理場 

■ 上水事業 
• 上水道網 
• 浄水場 
• 井戸の掘削 
• ダム 

○ これら事業の運用、維持管理 
 

● 自身の業務 
○ 下水事業実施の監督 
○ 請負業者の作業実施テスト、承認 
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● 所属部署における問題点 
○ 現在の問題点： 

■ 下水処理場の優先度が低い 
○ 問題への対策 

■ 下水処理場の優先度を上げる 
○ 問題解決の妨げとなるもの 

■ 職員の経験不足 
 

● 本研修コースに期待するもの 
○ 本研修コースで最も興味のあるもの 

■ 下水処理場の設計 
○ 本研修コースで修得した技能、知識の応用 

■ サウジアラビアへ帰国後、下水処理場の設計に関する研修で得た知識を我
が国の下水処理場の拡張、開発に役立てる。 
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総 局 長 

水サービス 広報 総局長室 産業保全 技術関連 

水事業 

水供給 

水文学 

ダム 

事業実施 

運用･維持管理 

調査研究 

総務･財務 監督 

人事 

財務 

倉庫 

一般業務 

購買 

当事者業務 

保護 

情報技術 

Hapona水支局 Sharoya水支局 計画 

業務調整 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

下水道網設計の経験が更に
必要 

   

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

排水管及び下水処理場設
計、その保守に係る情報が
更に必要 

   

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

    

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭
化、オゾン化：東京
都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

    

 



 －204－ 

研 修 員 番 号： No.12 
研 修 員 氏 名： アルザフラニ氏（Mr. AL-ZAHRANI Abdulaziz Matar A.） 
所属組織及び現職： 水電力省計画管理部 土木技師 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
所属組織：アルバーハ地方水総局 
（１）所属組織の主要業務 

-水電力省：当該地方における上水・下水処理場の建設 
（２）組織図：添付の組織図参照 
（３）自身の業務： 

-浄水場及び下水処理場の建設に関するすべてに責任をもつ 
 

２．現存する問題点 
（１）下水処理場における最新最良の技術を使用した設計 
（２）該当なし 
（３）該当なし 

 
３．本研修により期待するもの 
（１）高度処理施設：上述のとおり、下水処理システムにおける最新技術を習得したい 
（２）本研修コースの内容をよく理解し、更なる知識を得る。 
（３）その他の事項はなし 
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組 織 図 

総局長 

調査部長 業務部長 運転･保全部長 

上水道部 下水道部 

設計技師 建設技師 運転技術者 

自身の職責：土木技師 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

   

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

   

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

   

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭
化、オゾン化：東京
都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

自国に応用できるよう、こ
れらすべの項目に関する
知識を得る 
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研 修 員 番 号： No.13 
研 修 員 氏 名： アルアフマリ氏（Mr. ALAHMARI Abdullah Ahmed A.） 
所属組織及び現職： 水電力省アル・ジョウフ州水道局 副局長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－―― 
 
１．所属組織及びその主要業務 
（１）所属組織の主要業務 

水源掘削、水運搬、供給、下水処理水に関するすべての業務の管理、監督、設計 
 

（２）組織図 
添付の組織図参照 
 

（３）自身の業務 
アル・ジョウフ地方水総局副局長及び事業部長 
 

２．現存する問題点 
（１）所属組織における問題点 

a）下水処理場の位置 
b）ポンプ場から発生する悪臭 
c）下水処理場での処理結果 
d）下水処理場に起因する汚染 
 

（２）これらの問題に対する対策 
これらの問題点に対する対策を発見できないでいる 
 

（３）問題解決の妨げとなるもの 
• 市及び下水処理場の立地 
• 社会文化 
 

３．本研修により期待するもの 
（１）、（２）、（３）記述なし 
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総 局 長 

副 総 局 長 

事業管理 村落事業管理 事務管理 削減管理 事業管理 研究調査管理 

安全・危機管理 試験場管理 事業実施管理 

本局及び支局で 70名の職員を擁す 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策の
ための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制度 
4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

• 下水処理場の場所 
• ポンプ場から発生する
悪臭 

• 市及び下水処理場の立
地 

• 社会文化 

  

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、検
査 

    

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広報 
5. 討議 

    

４．高度処理 1. 最新下水処理技術と
将来構想 

2. 高度処理施設の設計
方法 

3. 先進市の事例（水リサ
イクル、汚泥炭化、オ
ゾン化：東京都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 
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研 修 員 番 号： No.14 
研 修 員 氏 名： アルシャラリ氏（Mr. ALSHARARI Fahad Jaser F.） 
所属組織及び現職： 水電力省計画部水道供給計画課 課長 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
１．所属組織及びその主要業務 
所属組織（水電力省）の主要業務： 
（１）市全域への新規上水道網建設（保守を含む） 
（２）市内から下水処理場までの下水道網建設（保守を含む） 
（３）ポンプ場の建設（保守を含む） 
（４）下水処理場の建設（保守を含む） 
（５）新規貯水槽の建設（地下貯水槽、高架水槽）（保守を含む） 
（６）下水処理場の建設（保守を含む） 
（７）新規貯水槽の建設（地下貯水槽、高架水槽）（保守を含む） 
（８）新規ダムの建設（保守を含む） 
（９）新規取水井戸の掘削（保守を含む） 
（10）貯水池の建設（保守を含む） 
 
所属組織は次に示す部署から構成されている。 
（１）事業部（上水道網、取水井戸、地下貯水槽、高架水槽、ダム、ポンプ場、浄水場、

下水処理場建設などの新規事業を管理） 
（２）運転･保全部（当該部は、次に示す6つの課から成る） 
      上水道課、取水井戸課、下水道課、処理場課及び送水管の破損などを管理する緊

急対応課 
（３）水供給事業部（まだ水の下水管が引かれていない地域へ、農作物及び建物建設現

場の需要に応じて水を供給する） 
 

２．現存する問題点 
（１）所属部署で直面する問題点 
１）都市部に下水処理場があり、住宅部に大変近接しているため、有害な細菌感染を引
き起こすおそれがあり、また、近隣地域に悪臭を発生させるおそれがあるため、いま
だに下水網と接続されていない。 
２）さらに、その下水処理場は、市内の一番低い位置であるくぼ地にあるため、雨水が
たまり、下水処理の工程の妨げとなる。 
３）下水ポンプ場は15年前に建設されたもので、古いタイプの処理技術が使用されてお
り、水圧、主要送水管などの、処理能力が低下している。また、保守も古い方法で行
われている。現在、新しい技術を使って能力向上のための改善を行おうとしている。 
４）貯水槽（地下及び高架）は数年前に建設されたもので、現在の市の需要に追いつい
ていない。 
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５）運転･保全部は新しい技術を導入し、コンピューターによる処理をすることが必要
である。 
 

３．本研修により期待するもの 
自分の所属する運転･保全部において、業務をできるだけ完璧に行うために最新のシス

テムを学ぶこと。日本の専門家は、私の業務の向上のための援助を提供し、我が国及び
我が国民の助けとなることを期待する。 
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組織図： 

総 局 長 

事業部 運転･保全部 経理部 上水サービス 経理部 

運転･保全部
自身の職責 

秘書 
（2） 

上水道網 
（2） 

下水道網 
（2） 

ポンプ場・ 
処理場（2） 

緊急対応 
（2） 

取水井戸
部（1） 
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問題分析シート 

コース目標 項目 
A：貴国、あるいは、所属
組織における問題点 B：問題の原因となる背景 C：日本における対策 D：貴国に対する提案 

１．北九州市にお
ける下水設計
政策の概要 

1. 公害防止、環境対策
のための下水 

2. 下水と河川工事 
3. 下水のための法制
度 

4. 資源としての利用 
5. 環境教育 

    

２．下水施設の設
計 

1. 下水管設計 
2. 下水処理場設計 
3. 設計、経理、監督、
検査 

    

３．下水の保守 1. 下水管保守 
2. 下水処理場保守 
3. 水質管理 
4. 下水事業管理と広
報 

5. 討議 

    

４．高度処理 1. 最新下水処理技術
と将来構想 

2. 高度処理施設の設
計方法 

3. 先進市の事例（水リ
サイクル、汚泥炭
化、オゾン化：東京
都他） 

4. 富栄養化（琵琶湖） 

    

 



 

 

13．第2回本邦研修・アクションプラン発表会資料 

－214－ 

はじめに 
サウジアラビア政府は、国民のサービス水準向上を重視している。すべての
分野で世界最新の技術を受容・発展させ、可能な限りの必要分野を効率化する
ことが急務としている。そのなかには上下水道分野の発展も含まれる。 
この点を踏まえ、サウジアラビアの水電力省はJICAを含む日本国との協力を
重視し、その結果、下水分野の水準を向上させ、最新の技術を視察するなどの
技術経験を積み、いくつもの専門視察及びワークショップが行われた。下水処
理場の設計と発展、そこでの処理システムの改善、汚泥の安全処理法とその有
効利用、臭気コントロール法は、サウジアラビアの下水処理場が抱えている最
も大きな問題である。 
この問題に対処するため、経済効率にすぐれ、また環境にもやさしい科学的・
技術的な解決法を得ようと、全員が一致団結して努力した。それはわれわれ責
任者だけでなく、国民すべてに利益を得られるようにするためである。 
 
 プロセスのうえで直面する以下のような問題とその解決案をテーマとした。 

○ 下水処理プロセスの問題 
○ 汚泥処理プロセスとその有効利用 
○ 臭気コントロール・プロセス 
○ 家庭のseptic tankの汚水処理 

 
第１章：下水処理プロセスの問題 
 
１－１：高度処理に悪影響を与える泡と藻の問題 
土砂フィルターを詰まらせるなど処理に悪影響を与え、最終的には処理水に

悪影響を及ぼす原因となる。 
 

＜提案する解決法＞ 
（１）最終沈殿池(clarifier)にできるだけ長い除去機を設置する。その上部の
スクラバー(scrubber)は、下部のスクラバーとは分離していなければなら
ない。というのも、スカムを集約室へ除去する上部スクラバーの速度を
確保しなければならず、また沈殿作用に影響を与えてはならないからで
ある。 

（２）除去機のスクラバーに水表面に撒くスプリンクラーを取り付ける。水
表面に散水することでできるだけ消泡し、スカムの発生を抑える。 

（３）最終沈殿池の堰の清掃のため、上部のスクラバーに清掃ブラシを取り
付ける。それには沈殿槽のスクラバー、余剰水の水路清掃ブラシの確保
も含まれている。 

（４）沈砂池に流入する前、藻が発生しないように、マイナーではあるが、
その処理水に塩素を入れる。 
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（５）泡の発生の原因を調査・監視し、それが起きないように運営方法を改
善する。 

 
１－２：処理プロセスにおける運営と電気コントロールの問題 
時間ごとの正しい作業と数多くの情報は、処理効率を監視し、処理場の運営
を円滑にすることが望まれる。このため、中央コントロールセンターなどに運
営管理の情報が自動的かつ瞬時に入ってくることが必要である。また自動化に
よる運営は、必要とする職員数を軽減することにもつながる重要な問題である。 
 
＜提案する解決法＞ 
（１）流入口と流出口、及び返送・余剰汚泥の箇所に計器、及び電動による
バルブ、ブロック、開閉ゲートを取り付ける。それらにより遠隔コント
ロールで管理できる。 

（２）自動分析機器の取り付け。具体的には、 
＊ 曝気槽において溶存酸素測定器。風速を変えて確認した後、fanに取
り付ける。 

＊ バキュームカーからの流出口、及び流入室に油脂計測器 
＊ 処理場に下水の水質分析計を取り付ける。：濁度(turbidity)、pH、T-SS、

MLSS、BOD、COD、NH3など 
＊ この遠隔コントロール・システムには、これらすべての機器を取り
付ける。 

（３）処理場の処理・自動コントロール、処理プロセスに適しないメカニズ
ム・電気の部分、耐久年数を経た部分は改善・交換する。また設備の消
耗の激しい処理場は発展計画が必要である。 

（４）処理場建設における地方分権化。 
（５）処理場自体でバキュームカーからの取入口ができるか調査。 
（６）以下のような処理場の場所ではカバーが必要となる。 

＊ 臭気処理の流入口 
＊ 曝気槽(砂の堆積を防止し、機材を守るため)。砂嵐が襲われるよう
なオープンスペースにある処理場。 

＊ 最終沈殿池における堰（堰の表面の藻の発生や第3次処理への影響
を防ぎ、消毒による塩素使用の軽減のため）。 

＊ 必要が確認された後、窒素とリン除去のための高度処理場設計を考
える。また拡張曝気槽(カロシル)における下水流入地点を考慮する。 

（７）曝気槽において定着バクテリアのような媒介を置く有効性の調査を行
う。それは日本の経験に基づき、窒素除去プロセスを速めるためである。 

（８）新しい処理場計画では油脂フィルターを付けることを考える(サウジア
ラビアでは油脂分の流入量が極めて多い)。そうすれば泡の発生が防げ、
処理プロセスに影響を与えることが少なくなる。(レストラン・屠殺場、
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台所・ブッフェ)のような場所では油脂除去器の取り付けの厳しい監視が
必要になる。またガソリンスタンドや車のサービスセンターの所有者は、
洗車やオイルの交換で出るのを集める貯蔵タンクを造ることが義務であ
る。またその口から下水として出す下水のタンクに対して厳しい監視が
必要である。それは処理場に流入する水質を知るためである。特に油脂
フィルターのない処理場ではそういったことが必務になる。 

（９）第3次処理前にフィルターを取り付ける。 
 
１－３：急激な水負荷(水の障害)の変化 
 よく知られているように、下水処理場は人口密度の高い地域ではピーク時の
1.5倍、人口密度の低い地域では3倍の流入量をベースに設計されている。という
のも故障や定期補修作業などのために水負荷の増加が発生し、曝気槽とその付
属施設が役割を果たさなくなるからである。 
日常使用する系列以外に、余分の槽とその付属施設をもつ処理場があるが、
ほとんどの処理場ではそこでの運転は行われていない。また、水消費の増加に
よる処理場への流入量増加は、処理プロセスを乱し、きれいな処理水を得られ
なくなるとともに、余剰水で汚泥の流出をもたらしてしまう。特に料理の準備
時間、礼拝時間、金曜日の礼拝時間である。また第3次処理の返送水、汚泥乾燥
機の洗浄、最終沈殿槽におけるスカムなど、処分場での水の流入量を計算しな
かったために、有機物負荷が増加する。その結果、余剰水と一緒に汚泥が流出
する。 
 
＜提案する解決法＞ 
 ポンプ場、特にピーク時におけるコントロールについては以下のようになる。 
（１）下水と混合した雨水の排水のための堰を造る。 
（２）分水室を伴った流入施設の前に調整池(equalization tank)を設ける。 

 
１－４：流入下水に混ざっている砂、油脂の問題 
流入水に砂が混ざっている場合、ポンプの羽根車やブロワの羽根車、バルブ

の磨耗だけでなく、処理プロセス自体にも悪影響を与える。というのも、曝気
槽への砂の堆積によって槽の容積が小さくなり、そのため水負荷、汚水の滞留
時間、汚泥の滞留時間が小さくなるからである。砂は管渠やバキュームカー、
曝気槽のようなオープン施設に直接入り込む。 
油脂については、処理プロセスに直接悪影響を与える。水の表面に分離層を
作ってしまうため、MLSSにおける溶存酸素が少なくなり、バクテリアが死んで
しまう。また曝気槽やろ過槽に泡をつくり、機器・機材に悪影響を与えてしま
う。 
これらの油脂はブッフェやレストラン、洗車場、工場排水網、バキュームカー
の流出口などから排水された結果、管渠を通して処理場に入ってくるのである。 
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＜提案する解決法＞ 
（１）入口に砂・油脂の分離器を設ける。 
（２）砂嵐が起きた際、空からの流入する砂を防ぐために、曝気槽をカバー
する。 

（３）処理場への流入を監視するため、数値計測器を取り付ける。また違反
についても監視する。 

 
１－５：曝気槽における泡の処理の問題 
 溶存酸素(dissolved oxygen)の不足のために、曝気槽で泡が発生する。それは過
去何年も処理場を建設する前の下水成分による溶存酸素量計算に基づいている
処理場計画の結果である。それは現在の成分とは異なっている。人口の生活パ
ターンが変化し、下水の成分も変わった。また水の節約キャンペーンは有機物
の負荷を増大させ、また曝気槽に泡を発生させる。糸状のバクテリアを増やし、
汚泥が膨化し、表面に浮き上がってくる。そして溶存酸素濃度が減少する。 
 
＜提案する解決法＞ 
（１）有機物負荷による溶存酸素量の計算を正確に行う。それはsurface Aerator、
及びミキサーに対して速度変化の機器を設置するためである。これらの
機器は、槽及び返送汚泥において溶存酸素の濃度測定計算に適したもの
でなければならない。 

（２）曝気槽におけるMLSSを少なくする。それは処理場設計については違反
行為ともいえる。というのも曝気槽におけるMLSSを少なくすることは、
つくられる汚泥の量が増加し、固まらなくなるからである。 

（３）泡のため、糸状バクテリアの発生を抑えるために、selector tankを設け
る。 

 
１－６：ろ過槽における増大する汚泥ブランケットSludge Blanketの処理の問題 
 
＜提案する解決法＞ 
 使われる曝気槽の流入口と流出口の場所の検証を再度行う。それは窒素、
リン複合物に対して軽減作用と酸化作用を十分に行うためである。そして酸
素の割合を確認する。 
（１）汚泥ブランケットの測量システム及び自動コントロール・システムを
考える。 

（２）新しい計画では曝気槽の前にselector tankの設置を考える。 
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第２章：汚泥処理プロセスとその有効性 
現在サウジアラビアの処理場で行っている技術は汚泥の乾燥化で、遠心分離
法による乾燥、ベルトプレス、汚泥自然乾燥などである。その乾燥率は15～25％
ほど。これらの方法はすべて良好である。汚泥処理の伝統的方法については、
安全を守るために様々な防御策をとっている。 
 
２－１：衛生的な埋立てプロセスの問題 
＊ 汚泥から浸透した水が、地下水汚染をもたらす。 
＊ 積み上げられた汚泥は、ハエや蚊、悪臭、疾病の発生などをもたらす。ま
た悪臭は処理場周辺の住民の苦情を生み出す。 

＊ 何層にも積まれた汚泥は、そこでメタンガスを発生させるため、火事や爆
発が起こるなど多くの危険を生み出す。 

＊ 集落から遠く離れ、また広大な敷地を必要とする。浸透水の処理場も必要
となる。 

＊ 毎年増える汚泥の集中は汚染源の集約といえ、人間・環境に大きな影響を
与える。 

 
＜提案する解決法＞ 
環境基準に基づき、以下のようなポイントを考慮した衛生的な埋立て地の設
計を行う。 
（１）集落から遠く離れた埋立て地を選択する。 
（２）地下水のほとんどない場所や近くに水の浸透を防ぐ岩盤があるといっ
た、環境面から場所選択の調査をする。雨の少ない地域である必要もあ
る。 

（３）コンクリートやプラスチックといった耐水層やそれに準ずるものを設
け、地下水を守る。 

（４）埋立て地に浸透水排水の管、及びその処理を設ける。またはそれを処
分する方法をみつける。 

（５）汚泥の各層の間に砂・セメント・石灰岩の層を設ける。 
（６）汚泥の分解プロセスで発生するガスを処理するために、内部に管渠網
を設ける。 

（７）もし集落や地上、地下の環境を汚染するような場所であれば、その代
替場所を増やす。そのために、保安、自治行政、気象庁、環境保全など
と関連のある機関に、逐一そのことを報告する。 
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＜汚泥を有効利用し、環境・経済性にすぐれた方法の提案＞ 
（１）焼却、及び電力源としての使用 
（２）焼却、及びセメントと混合することにより、セメント工場、レンガや
道路舗装の原料としての焼却灰の使用 

（３）融解しスラグへの変換。セメントとの混合剤として使用 
（４）炭に変換 
（５）飼料として人間・植物に害がないかを調査し、有機飼料として農業に
有効活用 

 
第３章：臭気コントロール・プロセス 
サウジアラビアでは国民に最大限のサービスを享受させるために下水処理場
建設を行っているが、その下水処理プロセスに伴って、発生するガスの放出量
も増加している。下水処理場の臭気のような放出を抑え、コントロールするた
め、多くの地域ではいくつもの方法をつくり用いている。ガス・コントロール・
プロセスのいくつかの方法は、莫大なコストを必要とし、またそれに伴って発
生する物質も処理しなければならない。また効率の悪い方法ではコスト面の軽
減を図ったり、方法改良によって環境にやさしく効率アップを図ったりしてい
る。このためこのプランではこれらの方法の効率とコスト面を比較し、また環
境などの面も考慮されていることを重視する。 
 
３－１：臭気源 
硫化水素ガス(H2S)が、下水処理場で悪臭をもたらす主要源で、また有機複合
物が無機で分解し、様々なガスや悪臭をもたらす有害物質(アンドル、アスカト
ゥール、NH3、その他の浮遊有機物質)を空中に放出するためである。 
流入口や沈砂池は、下水処理場における硫化水素の主要発生地である。また
急に流量が増えた場合、第1曝気槽においても空中に放出されるガスを発生する
ことがある。さらに、汚泥収集槽や汚泥密度、嫌気での消化汚泥収集槽、機械
による汚泥乾燥室、乾燥槽なども発生源である。 
 
３－２：臭気コントロール法 
ガス、または臭気をなくす方法としては、ガスが発生する前に防止する方法
と、ガス発生後に処理する2つの方法がある。第1の方法は(FeCl3)や(H2O2)など
複合酸素に対し、その酸化作用を利用する。それらの物質は通常、処理場に入
る前の管渠で行う。第2の方法は有毒ガス、硫化水素(H2S)を除去する方法で、
使われるユニットには湿気・乾燥除去、活性ユニット除去機がある。 
第1の方法は、脱臭の理想的な解決法とはいえない。というのも、処理のため
に多量の化学物質が必要で、また莫大なコストもかかるからである。このよう
に、この方法は下水処理場には不適で、結局のところ、計画で放出された有害
物を除去する方法に頼らざるを得ない。そしてH2Sガスの発生源を正確に調査し
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た後、いくつもの場所に除去ユニットを取り付ける。 
 
３－３：臭気処理ユニット 
 ３－３－１：湿気ユニット 
 急速なH2SとNaOHのような添加物質の化学反応、分解によって除去する。
その反応時間は1.5秒以内で、除去率は90％に達する。しかし化学反応は処理
しなければならない物質まで生み出し、またこのシステムはコストがかかる。 

 
 ３－３－２：乾燥ユニット 
 硫化水素を活性炭に吸着させたり、化学物質(イオダイト・カリウム)を浸
透させたりする。活性炭の表面にガスを付着させ、その反応によって除去す
る。このため、炭を再活性させる必要があり、通常、その炭の寿命は処理ガ
スの密度による。ユニット構造は単純であるが、活性炭のコストは高くつく。
また活性化プロセスは、危険とコスト増を生む。 

 
 ３－３－３：生物ユニット 
 生物ユニットはガスに対し、微生物と特定の媒介との生物反応を行う。こ
の種の処理は経済性がよく、また環境・健康面でも安全である。 

 
 ＜提案する解決法＞ 
（１）放出臭気、及びガス処理の最良の方法を特定する。 
（２）放出ガスの問題に悩まされているすべての下水処理場は、効率と一

般化に適したユニットを建設する。 
（３）低コストでしかも効率よく、地域にある物質を使った新技術を求め、
発展させる。 

 
第４章：家庭のseptic tankの汚水処理 
 我が国の最も主要な水源は、地下水及び海水の淡水化である。ほとんど降雨
がなく乾燥・半乾燥気候に属するため、サウジアラビアの地下水層のほとんど
は更新されないか、またはそれが極めて限定されている水の貯蔵地といえる。
それにもかかわらず、近年の人口増加、長期にわたる温暖化の影響が深刻で、
水の需要増に供給が追いつかない状態である。水の不足分を地下水への投資で
補うという悪循環に陥っている。 
このため、いかなる汚染、特にseptic tankによって引き起こされる汚染から地
下水を守る必要がある。これはわれわれにとって最も重要な課題のひとつであ
り、汚染から地下水を守ることはわれわれだけでなく、次の世代にとっても重
要となる。特に都市部では人口が集中している。下水道網が行き届いていない
地区や農村、小さな集落では、家庭のseptic tankと地下水及び表流水が接近して
いる場合がある。 
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４－１：地下水の保全を目的とする 
 下水は、第三世界の公衆衛生にとって最も深刻な問題のひとつといえる。と
いうのも、ほとんどの国々では総合下水道網が完備しておらず、またよりひど
いことに大都市でさえ下水道網が欠如している状況が多々みられるからである。 
 下水道網の完備していない地域では、septic tankによって処理され、公衆衛生
に悪影響をもたらしている。特に汚物をオープンスペースに放置したり、居住
地域近くに放棄したりすると、ハエや蚊などが大量発生し、多くの疾病をもた
らす。それに対し、住民が殺虫剤などを使用すれば、人間の健康だけでなく、
オゾン層にも悪影響をもたらす。その道の専門家たちは、次の50年間は公害が
広範に広がり、危険な疾病発生のために、現在飲んでいる水に危機が訪れると
警告している。それは人間だけでなく、動植物にまで影響が及ぶ。というのも、
様々な細菌類がたまった下水や汚水は地下に浸透し、悪臭を出したり、地下水
を汚染することがある。もし、水銀・スズ・砒素・殺虫剤などの化学複合物質
で汚染されると、その水は有害となり人間の生命まで脅かす可能性がある。そ
のように汚染された水は、人間だけでなく、動植物の成長に使われる飲み水と
しても不適となる。 
 
４－２：淡水汚染の人間の健康への影響 
簡潔にいうと、器官疾病に冒され、即座に人間の健康を破滅する。それらに

は、 
（a）－コレラ 
（b）－腸チフス 
（c）－赤痢 
（d）－細菌性肝臓疾患 
（e）－マラリア 
（f）－住血吸虫症 
（g）－肝臓病 
（h）－有毒症状 

などが考えられる。 
 
水汚染による人間、動植物への悪影響は様々である。われわれは汚染から水、

とりわけ地下水を守るために最大限の努力をしなければならない。水が疾病を
もたらす源になったり、環境破壊など問題を起こすものであってはならない。
日本は下水道網の行き届いていない家庭のseptic tankの処理分野で長い経験と技
術をもっている。その技術をサウジアラビアに導入し、有効活用したい。 
 
４－３：問題解決と提案 
日本では下水普及率が約70％で、大都市ではほぼ完備し、北九州では99.8％で

ある。講師の話から得た情報では、処理場での処理を行わない高効率の個別処
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理を含めると、北九州及び日本の処理率はほぼ100％である。 
 下水処理管渠網のない地域での家庭のseptic tankが引き起こす危険を解消する
ために、日本の経験はとても有益である。十分な調査・研究を行い、家々すべ
てのseptic tankの汚水を処理する。というのも、サウジアラビアのいつくかの都
市では下水道網普及率は0％である。下水に関する国のプログラムによれば、サ
ウジアラビアの大部分の人口は、下水道網の完備される都市の居住地域以外に
住んでいる。できるだけ迅速にすべての都市及び人口集中地域で家庭単位の処
理システムの活用が求められる。このためseptic tank、及びそれがもたらす問題
から予測される汚染から人間の健康及び地下水、環境を守ることが最も重要な
テーマになってくる。 
 
＜提案する解決法＞ 
（１）実行可能なスケジュールでアクションプランを実施、監督する。 
（２）各地域の管理を改革する。つまり人間・環境へ悪影響を及ぼすことの
ないよう、基準に適合しているか常に上下水道の排水の水質をチェック
する。 

（３）サウジアラビアの上下水道分野を発展させるために、調査研究機関を
設ける。それは以下のような内容をもっている。 
＊国民に上下水道、再利用水の重要性をアピールする広報 
＊上下水道分野で働く職員への研修 
＊上下水道計画の発展、及び技術のたえまない向上を普及させる。 
＊上下水道事業の戦略的計画 
＊統計情報機関 
＊汚泥管理 
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提案 
１．アクションプランにある事項はスケジュールを厳守しながら実行し、たえ
ずチェックしていく。 

 
２．省は下水の処理水が高品質の水として多目的に利用されるために、可能な
限り努力しなければならない。 

 
３．先進国をはじめ、世界中の国々が環境の重要性を認識している現状を踏ま
え、また下水は環境と直接結びついているため、環境保全課を新設し、処理
水の水質と発生する汚泥の処分法、処理場の廃棄物を監視し、環境保全に関
する解決策やアドバイスをだす。 

 
４．上水、下水処理場建設計画の契約に際し、建設会社やコンサルタント会社、
及び計画を監督する人々は修士、または博士の学位をもっていなければなら
ない。 

 
５．水の品質管理のために、すべての情報を職員に知らせておかなければなら
ない。 

 
６．サウジアラビアの情報・データ結果を収集する情報センターを設立する。
これらの情報に基づいて監視、判断を行う。 

 
７．省内に研究センターを設立する。そこで世界の国々の上下水に関する先進
技術研究を行ったり、サウジアラビアの状況にマッチするように改良したり、
または新技術を導入し、設計・運営上、何らかの問題が生じた場合には、最
良の解決策を模索する。 

 
８．排水。処理水にTSSが増加したら、処理場ではMBRの設備の設置が必要に
なる。 

 
９．サウジアラビアの各地域では下水処理場の設計が様々で、すべての環境に
マッチするように設計を一本化する必要がある。 

 
10．来る50年を見据えた戦略的な計画 
 
11．国民に処理水、及びその再利用の重要性をアピール、広報活動を行う。 
 
12．省に研修センターを設立する。処理場の計画・設計・維持管理及び処理場、
管渠の運営法、メンテナンスに関する研修を実施する。 
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アクションプラン 
（１）決定力のある上司にアクションプランを提示し、その重要性を納得さ

せる。その事業実行のために必要とされる支援を受ける。 
（２）経験・専門性のある専門チームを発足させる。それぞれ役割を分担さ
せる。 

（３）情報収集段階 
（４）得られた知識・情報を基に、適切な判断をし、問題解決に導く。アク
ションプランで示された問題解決のための研究段階。 

（５）提示された解決法への計画と計算書の準備 
（６）アクションプラン実施のために予測される総経費の推計 
（７）運営及び経済効率を評価し、またその効率性を確認するため、専門の
コンサルト事務所へ解決法を提示する。 

（８）提案された解決法を実施するために、決定権のある上層部から承諾を
もらう。 

（９）実行プロセス開始 
（10）実行の監督と成果の評価 



 －225－ 

(表)：日本における｢高度処理技術・汚泥処理技術のための処理施設の設計｣の
研修におけるアクションプランのスケジュール表 

  

１ 
 
決定権をもつ上司にアクションプランを提示し、かれらを納得させる。実
施にあたり必要な支援を受ける。 

２ 経験・専門性のある専門チームを発足させる。それぞれ役割を分担させる。

３ 情報収集段階 

４ 
 
得られた知識・情報を基に、適切な判断をし、問題解決に導く。アクショ
ンプランで示された問題解決のための研究段階 

５ 提示された解決法への計画と計算書の準備 

６ アクションプラン実施のために予測される総経費の推計 

７ 
 
運営及び経済効率を評価し、またその効率性を確認するため、専門のコン
サルト事務所へ解決法を提示する。 

８ 
 
提案された解決法を実施するために、決定権のある上層部から承諾をもら
う。 

９ 実行プロセス開始(期間予測) 

10 実行の監督と成果の評価(期間予測) 

＊アクションプランの実施は、2008年8月21日から2010年8月30日までの24ヵ月。 
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